
7星 重1ロルネ研報告  負債経済諭鈴意義 2018年 7月 21藝 榎原

霧【投機 。信用資本主義諭から負債経済諭ヘ

1)架空資本を論じる際の二つの意味
ジーマン・ショック以降信用論研究を再開した私は、それまでの見解を『「資本論」の核
心理第 11章 :こまとめた。その内容は架空資本論だつた。
架空の意味は、架空資本が利子生み資本鍮運動形態すらとっていない、という意味での架
空性だった。

『資本論』で:ま、架空資本の成立を資本還元から説いている、それとは駆のもう一つの架
空論 :こ私は注目したのだ。

2)架空資本 :ま利子生み資本の運動形態をとらなt‐
ヽ

架空資本について、マルクスはそれを利子生み資本の派生的形態と呼ん′でいる。G・ ・・
G′ という形式では舞一ではあるが、寝子生み資本の運動形態である貨幣の貸付ではないの
だ。

株式の売買|ま、貨幣の貸付で|まないし、国債の売買をそうである。株式の場合 |ま現実資本
に対する配当請求権が、資本還元された株式という架空資本を成立させ、それが売買される
が、配当に甘んずることなく、売買から差益を得ようとすれば投機取3:と なる。株式市場で
:ま必ず一定の割合での投機取||が行われている。
国債の場合は国家への貸付証書が、利子を資本還元した金融資産となり、これも会社債市
場で売買され、ここでも投機取31が一定の割合を占めている。
住宅コーンや消費者金融の場合、もともとまま貸借関係であるが、その債務証書が証券化さ
れるにいたると架空資本に転化している。

3)架空資本の運動形態とは何か
このように貨幣の貸付とヽ.ヽ う利子生み資本の運動形態をとらない架空資本の運動形態と

iま どのようなものか、この疑間がずっと念頭にあった。
この疑間を解くカギが、吉田繁治の著書にあつた、「金融資産:ま負債である」という見解
だつた。架空資本は金融資産であるが、それは実は負債である、この見立てによって、架空
資本の中身 :こ接近することが可能となったのだ。
架空資本の中身は負債、運動形態 :ま、持ち手の間で流通する。それ :ま投資家である販売者
と購買者とのあいだでの、売買 (G―K―GF):こ媒介されながら、資本市場に登場しては
去っていく。一般商品と|ま違つて、いったん市場から退出した金融商品は売られることによ
つてふたたび市場に登場し、あたかも流通手段としての貨幣のような運動をしている。
架空資本論は従来、現実資本と対比して、その架空性、虚であることが強調されてきた。
それは現実資本のように・la値を生産しないという意瞭ではこの対比は有効であるが、しか
し、架空の価値を獲得しているかのような考え方は間違っている。
架空資本は各種の利子付証書であり、その根ょま債務証書にあって、その債務証書は、国債
であれ、消費者金融であれ、現実の経済価値に根ざしている。利子の取得 :ま貸付契約に基づ
いていて、その利子取得権が、貸借当事者から金融機関に買い上げられ、証券化されている
のだ。この点についての諸説まま、井村喜代子・建部正義・小西一雄・高藝太久吉らの議点を
まとめた奥村ノー トを参照されたい。

2日 負債経済論の地平雑諭 (8月研究会への動走として)

1)政治運動と社会運動を横断した新しい大きな物語につけて
この問題意識は、今年に入つてのルネ研の研究会で、意見として萌芽的 :こ何度か述べた。
松尾匡らの『そろそろ左派 :ま経済を語ろう』はやはり伝統的な左派の政治運動の古い物語に
とらわれていて、これでは現在の状況 :こ対応しきれない。
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私は次の企画書を作った。

新しい大きな擁語を続ぎだそう (企画書) 2018年 6月 2Tヨ  境 毅

懸月 19≡ :こ、政 治運動と社会運動を横断する新しい大きな物語を統ぎだそう」という呼
びかけで、ビースナビ主催のイベントを京都大学でやりました。盛りだくさんの内容を雑起
しましたが、や :ま 予輩題の中心は嚢在の経済・社会の動きをどうとらえるかということでし
ょう。そこでこの点 :こ絞ったイベントを増ヽ規模でもいいですから企画したいと考えていま
‐
=~.

負潰、社会釣連帯経済、という二つの異なつた事物の緊連付

従来新趣織主義への批義は、「市場原理主義」というものであり、労働運動への抑
=と
福

社国家の解体、そして貧富の格差の拡大というものでした。しかし、このような批判でまま、
もつiまら保守的立場の表明につながり、新しい運動を作つていけません。
新由轟主義はすべての市場に競争原理を持ち込み、主として労働市場と金融市場の規制
を実上しました。その結果、新自由主義者の想定してはいなかった事態が起きたのです。そ
れが金融市場のグコーバル化の中で起きた「危険な債務」の増大でした。新自由主義ままこの

債務を抱え込み、これを防衛する必要から利子率を低下させ、資本主義のインフラである銀
行の弱体化をもたらしています。また民間の「危険な債務」を国債等の公的債務に移転させ、
国債残高をうなぎ上サ:こすることで租税国家の危機をもたらしています。他方、新自由主義
:ま福祉国家の購体をめざし、国営企業ゃ行政の事業の民営化を推進しましたが、これが実は
社会的企業を作予轟し、社会的連帯経済の拡大を健進したのです。
ある意味、新轟羹主義ほ意図せずに資本主義の弱体化と次世代のシステムの萌芽を育て
たのです。このような大きな流れの中で私たちの現在を位置づけることが大事だと考えま
す。

新義轟主義が作サ塾した行政の事務や事業の民営化は、社会福祉法人などの非営釈組織
を肥大化させています。しかし、受 :｀ナ手の社会福祉湯 、などの非営利組織自体には、森らが
社会議連帯経済の推い手だという意識 :まありません。膨大に形成されていっている非営利
事業体を社会的連帯経済の陣営 :こ弓lき寄せていく活動が大事になつてきています。そのた
めに:ま二つの分野での横つなぎの活動が必要でしょう。
一つは労働運動を企業内の運動から地域に目を向 :す、地域の非営莉1組織と結びついた社
会的労働運動へと転換させることが必要ですcも う一つは、非営利セクターの中で社会的連
帯経済のモデルとなっている諸団体と様々な非営利組織をつないで行つて、社会的連帯経
済の拡大を図っていくことが大事です。また、生協障営も社会的連帯経済の一員としての役
藝 :こ着部した活動を展開していくよう促す必要があります。
このような問題意識で話し合 う場を作りませんrか。

2)新轟由主義・負費・社会的連帯経済、 3者の関連の図式化
従来の私の提起は難しすぎるといわれ続けてきた。大学の教富なら白紙の学生に教える
技術が鍛えられているが、そういう経験がないので難しい提起のままで来ていた。しかしそ
れで:まダメだということで、彙分が属する生協の組合員理事や職員向をす:こ負債論を話す機
会を釈馬して、教える技術 :こついて身につけようとしている。上掲企画書もその活動の一環
である。

7月 14要 に最初の講義の機会があり

違帯経済の 3者の関連について国式化
もとに、新彙義主義 t負債 。社会鋳

14饗 の研究会を終えて  2018年 T疑 17日 羮
新塞轟主義、負績、社会彙連帯経済、三者の質式化
今画の研究会のテーマは、新轟羹主義、負債、社会釣連警経済という現代社会参広範調な
鎮域を横新しています。しかし、それぞれの詳細を研究するのではなくて、その三者の関係
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をつかみ取ろうというものでした,研究会の轟的は、三者の嚢係をつかみ取ることであり、
それについて、二の見解を翼変化して提示しておきましょう。

新義由主義の政策としての規理緩榔及び金融事塀の出羹化。―→これが金融市場で、資本
主義でiまな1ヽ異鋳である「危険な負債Jを増大させた。一→ こC負漬の増大 :こよって金融峯
民者たちも資本主義は発育不全 :こなつていることこ気づき、竜 険な負債」O詠去をしよう
としている。一→ しかし、確かな方法 (まなく資本主義 :ま発育不全の状態が続く。一→こうし

た中であくまでも成長政策にこだわる新羹轟主義は、さらなる自治体からの事業の手:き出
しや、大都市の再開発に類待している。一→ しかし、このような状況は、地域保全の事業や
インプラ的な事業への投資となり、非営理事業を増大させている。
この国式 :ま負債を奏サ国にして新自義主義の現状を理解しようとするものであり、この

ような見解は私参オブジナルで、これから普及させようと考えていますc

3)格差拡大の原因 :松尾匡の提案を素材エ
富裕層の富が増大して、それ以外の層が貧乏二なるの:ま、資本主義で]まないシステムであ

る負債経済が支配納 :こなってきているから.

資本主義だと、大企業の議 :すが増えれば蕎轟生産やサービスも増え、経営者 :こ :ま平埼穫濯
しか獲得できないので増えたバイは社会全体にいきわたる.

負債経済の場合、債務者の理払いの再分配であり、それで羅 :すたものが餞てきても、社会
全体の富 :ま増えないc

性尾はこのことが分かつていないので、今の霊本でケインズ政策を実施すれば成長でき

ると考えて卜る。

後、国債や貨幣 :こついての見解がいい加減であるc
松尾OFそろそろ を,電 を読ん・でいて、貨幣論がでたもうだと気づいた。
社尾 「国の借金というのは普通の借金とは性質が違うのですよ。・・ 。日銀 iミ政府の国債
などの資産を買い取つて、その分のお金をつくっているわ ,すです。じゃあ、『 この理債 :ま倍
金じゃないか』ってなると思うんです :す ど、よく考えてみてください。そもそも、そのお金

:ま どこに対する借金なのかっていうと、民間の企業ではなくてヨ銀に対する借金なんです
よねc」 (98頁 )

杜尾の主張は、国が国債を発行するとそれを買い取った澤銀がお金を発行する。そ鍛お金

は霧銀 :こ対する借金で、国の借金で,まない、というものこ
● 国債流通の仕組み
1.国債の発行一→国債流通市場で民間銀行が資産として買い入れる。
政府には現金が、民間銀行にまま鋼債が手に,、る。

政府 |まこの現金を歳入として計上し、それを国債僣サ換え費用や利払いや、その他の歳轟
:こ充当する。

銀行は国債を金融資産として保持して利子を獲得する.
2,日銀の国績買い入れ―→市中銀行から国債を買いいれる
日銀は国債を金融資産として確保し、市中銀行は霧銀当座預金が国漬売葬額だけ上積み
される。
3、 日銀券の発行

市中銀行が日銀当座預金を手:き 出せば、難銀券が発行されラ|き渡される。
4.澤 銀券=お金とは何か
甕銀券は爾銀に対する市中銀行つ預金証であり、邪銀が発行する績務証書である。ただし
これは無利子゛

● 松尾は饗銀券が市中銀行の響銀に対する借金だというcでは市中銀行は、轟銀 :こ利子を
払 うのか。現実 :ま 馨鉄の当座預金にまま穫子が払われていて、預金が興銀の債務であることを

証現している。
しかし、お金が轟銀 :こ対する普金であれば、ヘリコプターマネーは国民を借金演けにする
こと:こならないか。

● ターナーやキングの「危険な績務Jへの心配を理解すべき。ただしその資本主義を救う
3



とされてしヽる解決策は果たして有効か。
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この図からわかることは、家計の債務 iま住宅ローンが中心ですが、これはそんな:こ異常な増
え方ではありません。他方企業への貸付も横ばい状態です。金融機関相互の貸付だけが 1990
年代以降異常に増加しており、この増加分がこの間の債務残高の増施の内容となつている
ことです。そしてこの金融機関相互の間の債務の増加を見たのが次の図です。

ャドナバンタ)の債務が銀行のそれを上回るような規模にまでなって =ヽヽます。ノンバンクは
金融業務をやっていますが銀行のように預金は受 |す入れることができず、その代わりに当
局からの規議Jも なく保護もない金議会社で、これらが顧客に怪しばな金融商品を売拳さば
いているのです。

金融資産 :ま誰かの負債です。国債 :こ しても、住宅ローンにしても、定期的に利子の支払い
があります。この利払 tヽを約束した債務証書が、そのときの本ぶ子率で資本還元されて金融資
産としての価値が決まります。こめ金融資産 :ま資本として扱われますが、製造業や流通業を
担当している資本のような実体経済を担い手で :まありません。ただそれを所有していれば
理子が受け取れるし、また債券市場で売り買いができると′ヽう もので、架空の資本でありな
がら誕子の再分配に参力要できるのですc
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画像資料
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